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刊頭 
【役員改選に思う】 
　早いもので，２年の任期はあっという間に来
ました｡新しい公益法人法によって一般社団法人
として発足して早２年，ものすごく大変な手続
をクリアーして，曲がりなりにも今日の体制が
出来たのもひとえに，大変貴重な技工時間を割
いて携わった担当役員と，親切にご指導下さっ
た青森県庁の担当部署の方々のお陰です｡何分に
も「法律」と言う私らにとっては畑違いの分野
に縛られるわけですから戸惑いたるもの，尋常
ではありませんでした｡公益事業と非公益事業の
峻別や複式簿記会計基準など，専門知識のある
佐藤浩一会計理事の奥様に大変助けられました｡
ここに厚く御礼申し上げます｡更に貢献してくれ
た，小笠原賢前専務理事も家事都合により，役
務が出来なくなって，残念です｡　さて，任期満
了に伴う次期役員改選ですが，ゴタゴタからやっ
と落ち着いて軌道に乗りつつある会務をスムー
ズに次期へ繋げる為，今回は全役員留任と言う
事で，了承頂きました｡会員の皆さんも暖かく見
守って下さい｡と同時に叱咤激励をお寄せ下され
ば幸いです｡ 
　役員一同今後とも宜しくお願い申し上げます｡ 

【国家試験会場について】 
　歯科技工士国家試験が，厚生労働大臣による
指定登録団体である「一般財団法人歯科医療振
興財団」に指定され，内定では全国3～4ヶ所東
京・大阪・福岡・（北海道）が確定されていま
す｡しかし，東北６県をもって宮城県での試験会
場の要望が生まれてきた｡その６県の歯科医師会，
歯科技工士会が塩崎厚労大臣に提出の運動が進
んでいます｡当県も異論がないので宮城県が試験
会場であれば賛成する事に署名しました｡ 
【青森県技創立70周年記念事業】 
　私たちの青森県技は終戦後全国的に見てもか
なり早い時期から，技工士を組織しており，諸
先輩方の本会発足当時の歴史が古書に刻まれて
おります｡辿ると1946年から組織が立ち上がっ
ておりまして，来年は2016年度で，70周年に当
たります｡全国の各都道府県技に習い，我が県で
も70周年記念事業を催したいと考えております｡
私たちの業界を将来に向かって盛り上げて更に
福祉に貢献して行くためにも，決意を表明して
行きたいと思います｡会員の皆様にはそこの所も
含めて，宜しくお願い致します｡ 
※　今号は，緊急的なお知らせもありまして，
コピー資料が多くなっております｡ 
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第189回国会　衆議院厚生労働委員会　第27号 
平成27年7月1日（水曜日）午前9時30分開議　委員長　渡部博道 

質問　井坂信彦　維新の党　　13時～ 

○井坂委員　 時間がありますので、今は答弁をいただくのみにとどめて、また次回以降させてい
ただきたいというふうに思います。 

　続きまして、本日二点目は、歯科技工士さんの問題であります。 

　 歯科技工士の方は、先日、歯科技工士の方々から直接お話を伺う機会がありましたが、五年以
内の離職率が八割とも言われている、こういう大変離職率の高い仕事というふうに今なってしまっ
ているようであります。 

　 一問質問を飛ばしますが、実際、厚労省の調査でも、仕事の時間が非常に長い、平均で週六十
二・二時間働いておられるんだ、にもかかわらず、収入は、一番多い価格帯が年収三百万円台であ
る、こういうことであります。これですと、なかなか大変な仕事だな、割に合わないな、幾ら志、
思いがあってもそういうふうになってしまうことにつながっているのではないかなというふうに思
います。 

　大臣にお伺いをしたいと思います。 

　 私は離職率の高い原因になっていると思いますが、この歯科技工士の長時間労働あるいは年収
の伸び悩みについてどう捉え、まず改善が必要だと考えておられるのかどうか、またその方策な
どがあればお伺いをしたいと思います。 

○塩崎国務大臣　 今先生がお触れをいただきましたことを含めて、厚生労働省では、日本歯科技
工士会が三年ごとに実施しております歯科技工士実態調査というものを見ているわけであります
けれども、技工士の皆さん方の現状を見ると、今お話がありましたように、労働時間については、
平成二十四年で一週間当たりの平均六十二・二時間、前回調査と比べて約九時間も長くなってい
るということで、歯科技工士の働く環境というのはなかなか厳しくなっているということを我々
も承知をしているわけであります。 

　御指摘の長時間労働などの背景には、さまざまな原因があると考えられますけれども、例えば、
小規模な、私の地元でも、見ていると、一人で御自宅でやっていらっしゃる方もたくさんおられ
ます。歯科技工所、小規模なものですね、それから、一人の歯科技工士がさまざまな事務的な業
務を行っていて、こうした業務形態のあり方などが長時間労働につながってしまっていて、それが
必ずしも給与に反映されないがゆえに離職をしたいというこのアンケート調査を見ても、一番は
やはり給与というところにあらわれてきておりますので、こういった点をどう解決するのかとい
うことについて考えていかなきゃいけないなというふうに思うところでございます。 

○井坂委員　 考えていかなければいけないなという御答弁でありますが、これは別に、ここ最近
急にこうなったわけではなくて、随分昔から、歯科技工士さんは非常に長時間働かなければ、そ
して、働いたにもかかわらず、なかなかお給料が得られない、三百万円台だ、こういう状況が続い
てきているというふうに思うんですね。 

　週六十二・二時間といいますと、これは、残業ベースで直せば、月百時間残業に当たるペースだ
というふうに思います。平均でこれということは、歯科技工士さんの約半数は百時間を超える残業
をしている、そういうぐらい猛烈な時間数を働いているということではないかというふうに思うわ
けであります。 
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　 せっかく厚生省と労働省がくっついて、医療の側面からもそれから労働の側面からも、この問
題は両面から対処できるはずでありますから、長時間労働、また、構造的な問題だと思いますけ
れども、これだけたくさん働いてもなお年収が最頻値で三百万円台にとどまってしまう。このあ
たりは構造的な何か手だてが必要だというふうに思うわけでありますが、この間何も改善策を打っ
てこなかったのか、また、今後改善策をどのような方向性で考えておられるのか、お伺いをした
いというふうに思います。 

○塩崎国務大臣　 歯科医療における歯科技工士の役割が大事であり、なおかつ問題を抱えている
ということは、私どもも前々からもちろん認識をしているところであって、良質な歯科医療をする
ためには、良質な歯科技工物を提供する歯科技工士の皆さん方がいていただかなきゃいけないと
いうことであるわけでありますが、もちろん、歯科医師との連携がしっかりととれていないとい
けないということもあるわけであります。 

　 勤務環境について今御指摘でございますけれども、これまで、昨年の通常国会で医療法などの
改正を行う一環として、歯科技工士法の改正も行いました。これは、御案内のように、各都道府
県で行っていた歯科技工士の国家試験を全国統一化いたしまして、質の向上を図るということ、こ
の質を向上させることがやはり、最終的には報酬にもつながってくる話であろうかというふうに思
います。 

　 それから、国家公務員の中にも歯科技工士がおられて、その初任給基準表というものの改正を
人事院に働きかけて、今年度から改正が行われるなどの政府としての対応も行ってきて、歯科技工
士の全体の評価の引き上げにつながるような国家公務員の中での位置づけというものも行ってき
たところでございます。 

　 さらに、今年度から、厚生労働科学研究において、歯科技工業の実態について情報収集を行っ
た上で、その方向性について検証を行うということになっておりまして、あわせて関係団体や現場
の御意見もこの際伺っていかなきゃいけないなというふうに思います。 

　 報酬という意味においては、やはり診療報酬が大事で、歯科医療の中での、言ってみれば口腔
機能の維持とか向上の取り組み、それから歯の喪失リスクの増大とか、こういうようなものに深
く歯科技工士のお仕事がかかわってくるわけで、義歯などの製作に係る診療報酬の点数についても、
これまで引き上げを行ってきております。 

　 この改定については、もちろん、二十八年度、この年末にかけてございますので、必要な要素
に十分な配慮をしながら、今申し上げたような、歯科医療の質を向上するためにどうしていくの
かという中での、言ってみれば、歯科技工士がかかわる仕事の評価を上げるための診療報酬にも
配慮をしていかなければならないというふうに思います。 

○井坂委員　 過去の議事録もずっと見てきたんですが、歯科技工士のこの問題を過去何回か各党
の議員がお尋ねをすると、必ず質の問題に最後は答弁がすりかえられてしまってきています。何か
歯科技工士の仕事の質が低いから給料が三百万円台なのか。私は、どうも問題の立て方が違うの
ではないかなと。 

　これだけ、月百時間残業が平均で、資格物のこういう仕事でですよ、それなのに年収三百万円台
が中心だと。これはちょっと構造的に異常ではないかなというふうに、これは質の問題とはまた
違う、正面から別のアプローチが必要ではないかなと思いますから、これは申し上げておきたい
というふうに思います。 

質問　堀内照文　共産党　　14時～ 
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　 次は、歯科技工士問題、先ほど井坂さんも取り上げた問題ですが、私もお聞きしたいと思って
います。 

　全体の問題として、歯科医療の位置づけ、役割についてです。 

　貧困が広がる中で、子供の口腔崩壊というような事態が進み、歯科医療の重要性に注目も集まっ
ています。また、高齢者の健康維持には口腔ケアが非常に大きな効果を上げているということが
さまざま報告をされています。 

　 大臣にお聞きしたいと思いますが、歯科医療の果たす役割はますます重要だと思いますが、そ
の点の認識はいかがでしょうか。 

○塩崎国務大臣　 子供の話もありましたけれども、最近出てくるのは高齢者の問題で、特に、口腔
ケアが誤嚥性肺炎の発症予防になることがよく知られているわけであって、口腔と全身の健康の関
係について広く指摘をされているところでございます。 

　高齢化が進展をし、要介護者などに対する口腔ケアや在宅歯科医療のニーズも高まっておりまし
て、歯科保健医療の重要性というのは増しているというふうに認識をしております。 

　 議員立法で成立をいたしました歯科口腔保健の推進に関する法律、これに基づいて口腔保健推
進事業というのを実施するとともに、地域医療介護総合確保基金において、都道府県が在宅歯科
医療などを実施できるように、政府としても支援をしております。 

　 今後とも国民の口腔と全身の健康の維持増進に向けて取り組まなければならない大変大事な問
題がこの口腔ケアだというふうに思っております。 

○堀内（照）委員　中医協の議論の中でも、誤嚥性肺炎の問題だけではなく、経口摂食することに
よって腸管の粘膜免疫機能が正常化して、感染、褥瘡も減り、入院日数の短縮にもつながる。 

　 兵庫県歯科医師会の調査では、七十歳以上の高齢者で歯が二十本以上あった人に対して、零本
の人の年間医療費は、男性で約十四万、女性で約九万五千円高かった。これだけのやはり違いが
出てくる。健康を維持し、結果として医療費の抑制にも大事な効果があるというふうに思うんです
ね。 

　にもかかわらず、歯科医療の現場というのは大変困難な状況に置かれておりますし、とりわけ歯
科技工士の実態というのは深刻です。これは井坂さんも紹介されました、低賃金、そして長時間労
働と。 

　 私も、技工士の置かれている現状についてどう認識され、どこに原因があるのかということを
大臣にお聞きしようと思って通告していましたが、これは先ほど答弁がございました。厳しいと
いう実態は認識をされているということとともに、その原因が小規模や一人ラボと言われるよう
な業務体系のあり方もあるのではないかということでありましたが、私は、これはやはり違うの
ではないかと。井坂さんも構造的な問題とおっしゃっておりました。 

　日本歯科技工士連盟の機関紙でいろいろな声が紹介されています。保険技工を中心に四、五人、
確かに一人ラボというのは八割を占めているわけですけれども、ここは四、五人の従業員の技工
所ですが、ここでも、帰りはほとんど終電、どんなに先生、歯科医師ですね、先生に尽くしても、
突然仕事が来なくなることもあります、ですから、リスクヘッジのために、ちょっとオーバーぎみ
に仕事を抱えなければなりません、このままだと日本人の歯科技工士はいなくなります、こう言っ
ております。 

　 私が衝撃を受けましたのは、兵庫県では技工士の養成学校がなくなったんです。大阪の学校等
に通っているんですが、ことしの兵庫県歯科技工士会の新規会員は一人か二人だということなん
ですね。 
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　 今、年齢構成で見ても、技工士は五十歳以上が四三・二％でして、これは地域から技工士がい
なくなるという本当にゆゆしき事態だと思っております。 

　それで、技工士のいわゆる技工料をめぐっては、いろいろこれまでも議論があり、取り組みがあっ
たというのは先ほども大臣の答弁にございましたが、私が一つお聞きしたいのは、一九八八年に、
いわゆる七、三告示と言われる、技工料の問題をめぐって厚生省から告示が出ております。その趣
旨、目的について御説明をいただきたいと思います。その目的が果たされているのか、そうでない
なら、どこに課題があるのか、あわせてお聞きしたいと思います。 

○唐澤政府参考人　ただいま先生から御指摘いただきました七、三告示でございますけれども、こ
れは、歯科診療報酬における歯冠修復及び欠損補綴料、この中に含まれる費用のうち、製作技工
の部分と製作管理の費用というものがそれぞれおおむね七割とおおむね三割であるというものを
示したものでございます。これは長い歴史の末にこういう形になっております。 

　 これは、歯科医療機関から歯科技工所に対する製作技工の委託を円滑に実施する、いろいろな
トラブルもございましたので、円滑に実施をするということを目的として、標準的な割合を国とし
て示したものでございます。 

　 もちろん、診療報酬そのものの額は保険医療機関が製作技工を委託する際の委託料の額を拘束
するものではございませんので、大きな考え方はもちろん尊重していただかなければなりません
けれども、個々の契約における委託料につきましては、契約条件等の相違や地域差等を踏まえて
実施をされているものと認識しているところでございます。 

　 このいわゆる七、三問題と、それからまた、これまでも御議論がございましたけれども、歯科
診療報酬そのもののあり方ということも大きな課題であろうというふうに考えております。 

○堀内（照）委員　 今ありましたように、当然、保険診療ですから診療報酬が出ているわけです
が、実際、歯科医から技工所へ補綴物を外注すると、そこはもう民民の取引であって、公定価格
は及ばないわけです。そのことからダンピング、低価格競争にもなっているわけですが、七、三告
示があくまで目安だというように、逆に価格を縛ろうとすると、確かに独禁法なんかにひっかかっ
てくる。 

　しかし、私は、公的には縛れないものだからこそ、当時、厚生省として、今もありましたように、
円滑に実施させていく標準的な割合というふうに言っていただきましたように、歯科技工の経営
が成り立つようにするための目安として示されたんだと思います。現場からも、およそ七割が技工
料として入ってくるならやっていけるという声もあるわけなんですね。 

　 ならば、どうやって七、三告示の趣旨が生きるようにするのか、これはまさに政治の責任だと
私は思うわけであります。 

　 根本的には、歯科全体の診療報酬を引き上げるということがまず重要だと考えています。これ
は先ほども大臣少し答弁ございましたけれども、診療報酬を、思い切った手当てをして、歯科医
師側から技工士に対して七対三の七を支払えるような環境をつくるということが今本当に求められ
ていると思います。 

　 必要な歯科医療の保険収載をすることとあわせて、診療報酬での思い切った手当て、これはぜ
ひ必要じゃないかと考えるわけですが、大臣、いかがでしょうか。 

○塩崎国務大臣　先ほど井坂議員のときにも御答弁申し上げたところでございますけれども、二十
六年度の診療報酬改定のときには、歯科医療については、虫歯とかそれから歯周病などの治療に
対する評価だけでなくて、口腔機能の維持あるいは向上の取り組み、そして歯の喪失リスク増加
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への対応等に取り組んだところであって、歯科技工士がかかわる義歯などの、入れ歯ですね、製作
に関する診療報酬の点数も引き上げたということであります。 

　 今先生がお話しのように、七、三告示があるといえども、やはり全体としての歯科の診療報酬
の厚みがないとなかなかうまくいかないじゃないかということでございますけれども、どういう
工夫をして歯科技工士がかかわる治療に関して点数があり得るのかということも考えていかなきゃ
いけないのではないのかというふうに思います。 

　 診療報酬改定については、ちょうどことしがその年になりますので、物価、賃金の動向、ある
いは医療機関の収支状況、対応が必要な医療課題、その中にはこの歯科技工士の問題も念頭に置
くべきなのかもわかりませんが、保険料等の国民負担のあり方などを総合的に勘案して改定率を
決めなければならないということで、予算編成の過程においてしっかりと議論をしてまいりたいと
いうふうに思っているところでございます。 

○堀内（照）委員　我が党の田村智子参議院議員が二〇一一年の九月に質問主意書で、歯科の基礎
的技術料について、長期に据え置かれたものについて問いただしたときに、五十八もの技術が二
十五年間報酬が引き上がっていないということが答弁でありまして、これは歯科業界でも大きな反
響を呼んで、前々回、二〇一二年の改定で基礎的技術料などが引き上げられ、前回、一四年の改
定では、今大臣の答弁がございましたように、当然幾つか引き上げられているものもあるわけです。

　しかし、その一二年改定の際に、兵庫県保険医協会歯科部会長の談話でこう述べているんです。 

　二〇一〇年改定以前の十年間で七・三％引き下げられた診療報酬を回復するに至らず、十六年間
にわたり二兆五千億円台に抑制された歯科医療費の総枠拡大にはほど遠い改定率である、そのた
め、中医協の医療経済実態調査で損益差額が初めて百万円を切るまでとなった歯科医院経営の危
機を改善するには到底及んでいないということであります。 

　ぜひ、こういう実態、声に応えて努力をいただきたいということを指摘したいと思います。 

　同時に、考えなければならないのは、若い技工士をどう育てるのかということであります。 

　 一つは、地域的な特徴も踏まえて、都道府県が事業を策定する地域医療介護総合確保基金で、
若い技工士を育てるための奨学金制度なり、研修制度なり、必要だという声があるわけですが、
そういうものが活用できるかどうか、これを確認したいんです。 

○二川政府参考人　 昨年成立いたしました医療介護総合確保推進法に基づきまして、各都道府県に
地域医療介護総合確保基金が設置されているわけでございます。 

　対象の事業といたしましては、医療従事者の確保に関する事業、これがあるわけでございまして、
ただいま御指摘の歯科技工士の人材確保、あるいは養成所に対する設備整備等も対象の事業とい
うふうになってございまして、実際にこの基金を活用した取り組みも既に行われているところでご
ざいます。 

○堀内（照）委員　私も調べましたら、幾つかの都道府県で既に歯科技工士にかかわる事業を進め
ているところがありました。養成学校などを通じて新しい技術の養成などに取り組んでいるわけ
ですが、しかし、兵庫県は、今言いましたように、そもそも養成学校がなくなってしまっている。
そういった事業をやる足場という点でも非常に、なくなっているという面と、それからまた、こ
の問題はやはり全国的にも共通した課題だというふうに思うわけです。 

　この点も最後に大臣にぜひお伺いしたいと思います。 

　国としても、今から本腰を入れて、つまり十年、二十年たてば本当に技工士がいなくなるという
事態が危惧されると私は思いますので、若い技工士を育てていくこと、育成することとともに、
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働き続けられる環境、これを支える事業もぜひ検討すべきではないかと思うわけですが、いかが
でしょうか。 

○塩崎国務大臣　 先ほども申し上げたわけでありますけれども、質の高い歯科技工士を確保してい
くということが、よりよい歯科医療を提供するために極めて大事でありますし、うまく合わない
歯科技工物を改良していくときのつらさというのは、はた目で見ていると大変なことでもありま
すから、やはり質を上げていくということはとても大事なんだろうというふうに思います。 

　 去年、通常国会で医療法の改正を行ったときに、歯科技工士法も改正を行って、この試験の全
国統一化というのをやっとできたわけでありまして、これが一つのきっかけとなって質の向上につ
ながればなというふうに思うことが一点。 

　 それと、さっき申し上げたように、国としても、技工士の評価を上げる先鞭をつける意味で、
人事院で初任給基準表の改正というのを今年度から行ったというようなこともございます。 

　 一方で、これもやはり質を上げるということで、先ほど井坂議員からはお叱りを頂戴いたしま
したけれども、質が上がらないで評価を上げろと言ってもなかなか難しいので、やはり評価を高
めるための質をどう上げていくかということで、厚生労働科学研究において、歯科技工業の実態
についても情報収集を行っていくということもございます。 

　いずれにしても、先ほどの診療報酬の中でも、この歯科技工士がかかわる行為についての評価を
上げていくような質の改善というものを厚労省としてもバックアップができればなというふうに
思います。 

○堀内（照）委員　終わりますけれども、私がこの間お話を伺った技工士の皆さん、患者のために
技工物をつくるということに非常に喜びを感じて、みずからの技術に誇りを持っておられます。そ
の喜びや誇りが将来を見通せない低賃金、劣悪な労働環境の中で傷つけられている。質を改善して
とおっしゃいますけれども、私は、むしろ今の歯科技工士の働き、役割をもっと評価するという
ことが、質を改善するのを待って評価じゃなくて、今の実態をもっと評価していくということが必
要なんだと思います。 

　 若い技工士を育て、その彼らが誇りを持って仕事を続けられるような環境をつくる、その政治
の責任を果たすことを強く求めて、質問を終わります。 

○渡辺委員長　次回は、来る三日金曜日午前八時四十五分理事会、午前九時委員会を開会すること
とし、本日は、これにて散会いたします。 

　　　　午後二時三十三分散会 

　　　編集後記
　私たちの知らない所で，歯科技工士の現状と将来の事に関して協議されているのは，
うれしい事です｡これも，日本歯科技工士会及び日本歯科技工士連盟に属する会員の組織
力と骨身を惜しまず行動する日技，日技連盟執行部，そして各地方の技工士組織の情熱
が，山を動かします｡そこから生まれた未来志向の政策が国民の幸福を高い所で実現へと
向かわせます｡我々の技術が，健康福祉に直接役に立っております｡失った歯はいったい
誰が作って上げる事が出来るでしょう｡国民は我々に期待しているはずです｡頑張って行
きましょう｡
　
　今号は複写資料が多いですが，大事な事が多いので，ご容赦下さい｡　　


